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漢字テスト ❿ 

空押に一字挿入を試みよ. 

m n U 

►温淸定 

8月〗9 • 20日開催 

ふるさとの文化祭 11 立 JH •光と 
奮のシンフォニー • （仮称） 
※.げしくは、 〇®2111内 352 


ししまい 


ま h 


伝統の舞、立川 


市の無形文化財に指定されている獅子 
舞。自慢の羽根をふり立てる獅子頭にも 
似て、伝統芸を支える人びとの胸は熱い。 
獅子フンジンの舞がこの夏を染めるか 0 
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f 立川クイズ ■ 

改*進む都立立川布校(旧府立 
二中)、多«の芘顷に尽した入材 
ff てて W 校以来の f - 装牛2万人余 • 
さて•頃は叫治❶ 一 *村^川に中 
*? を • と三 炙^あげての連；®で* 
めでたく間«成つた府立 二 中の W 


代森忮技光牛が，学 i になると 
決つて rr つた t いぅある' *» とは？ 
©^七阽の前で校: ft 独 OS ® 三多^ 
のんを招き公 m 授業をする③三 : t 
飧各地の小学； e を^徒棼集に回る。 

〔7月号の答〕 ❶ 

•北極の亩•は北で哨るから北 (* 
た)なり=#ている物がいつも间じ。 
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ヨ丨〇ッパで活秘屮のク 
ラリネット^矜•四 r ^ ft 紀 
さん(錦町5 12::.べルリ 
ン夂»來问|が*8り2 = 
から 一•遇問にゎたって||»摧 


「新スポ！ソ j 
脤ゃかに 


sn&*®)o lnl ^;#a 

«! i : cll ® ft 浆アヵデミ — 

アンドフェステイバル， 

で W 葵する•昨年<:较 
いての出 j % だが、八，年はバイ 
オリニストの IET 夫人{ミユ 
ンヘンフイル> t 出 r « の f 定 • 
nrrw する才—ケストラが®ぅ 

ため•故 M tt の is 
抑は別々のお二 
/ 人だが、この&* 
§s で— 
&が莩 5 i の空に 
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A 

韻 
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704日 •*: 

识邵老人クラブ 
if 合^にょ 
C " •二 H I • 

スポ—ツ人* 

会が，多摩川河) II 敢で行なわ 
れた。老人クラブの健喰增進 
话 lij の j 18と I て「グラウンド 
ゴルフ」と r 始なげしが考案さ 
れ•老人向け1ーユ—•スボ丨 
ツと L て•多くの方(:親しんでい 
ただけるょぅに • t 始められた g 
「ゲ I ムの來しさを知つていた 
だくまでが.：<«= {豕族で架しんで 
ほしいな」と*指 4 W の滩辺さん" 
ゲ丨トポ丨ルを越ぇるか* .■ 


「いや，まだ i だで 
すよ J t •第•声を 
放つた W 郜莪坍さん 
54才。ご»遜されて 
と，キヤリアな fml 
いてみます t 
や fJi * 

くて•よぅ 

やく 5^*m 

を迎えたとこ/)ですよ」 

IX 年描き込まれた味わ 
いと， i-fe 練された KP 1 の 
樣に感じられる怍品ばかりである。 

「もと tLJ 給は好きだつたから 
ね r でもまだまだ芸術的とはぃぇ 



ないから•年3回は俏 K を|«き自 
分がどこまで R 棵に近づいていけ 
るか挑んでいます3 A 分の個注が 
一: Ifn に甩われるまでは大変ですが 
/さいゎいにも说近ではキ 
スに向かぅ時間 t とれ、本 
W がはいつてきたといラ。 

「 SI 材をみつけに•旅を 
するのですが•その時は 
赛と一緒でね • i、S 
も多いから助かりますし、 
共に fetif 的で一石二鳥 t 
いつたところです」と •?■/ いに rA 
力 L あつての活的をされている' 

|«1部さんご夫 ir である" 


HH » s a VQ ^ >7: 

•今月 V は-&紙をはじめとして， 
1祭り」の筇跗汍が含：而にただょ 
つて おります。これは編 tfe 部が故 
意にそぅしたのではなく•過去5 
年問，街とそこに住む人を«寮し 
てきて •* 川の「£の^侍」 U 祭 
り だと 踏んだわけです■反対の方、 
予をぁげなさいッ*#立川女+商 
隊がヒマラヤ ailEi : 出発 • 软頂成 
功を心からお W りいたしておりま 
す- •ベルリン 交^楽団でクラリ 
ネットの W 席努荠をつ t める四^ 
世紀さんは旃町の人。この|«1、ひ 
ょつこりお®がえりで当工房に寄 
られ、四* 山 ばなしに花が^きま 
した。芸附{氷はやはり「舞台」が 
大きい方が輝いてみえます•やが 
て•この 街で妙音が噠ける n が米 
ますょぅ 。 •A l{ij ひの窓の西0 
のえくて びあん。 

< Mm l 石霣毓美 小 III 嫡 H * 作山' II 子嫌 IMQ 
田$子中时相 ef 只 iE 仏用 WW + 
0 ^異)天”«55梅镤|明由曲 |( .名 

ス, ジオ 2 6 9枝 »||&本争羚 



半世紀にわたり"脚子^\ 
にかかわつてこられた江沢 
さん。 「 H がつくと会 S など 
といぅ役になつて餌广舞を 
守つていまして•いつの間 
にか*い部頌に入つて I ま 
いました"私ら小学校5年 
の時から ffir 吹き S い*二 
卜«の時1:脚+の役者と1 
てやらせて TI くことが出米 
ました•玛時は、私：£させ 

て Ifl く厳*なものでしたか 

ら、指導してくれるおじさ 

んが敝 I くてね，腰の人 n 

方や足の h げ方が恶い t ビ 

シバシときましたね"別に 

fT もな <户供なりに A 辟 

でしたょ。舞台に it つたと 

いうだけで•今でいうヒ| 

ローで L たね • 锒近の^供 

たちは塾や部 is で大忙しで、 

か- C いそうな-4がしますな j 


若いころは役 R として • 
役者の身の N りの书を引き 
受けていたという西 ff さん 
だが•いつしかうたに魅せ 
られうたう№1になつていた。 
r そう、40¢程になります 
かね•唄の，網 f や•節回し 
を先«から§»«似で覚 
えました。 fir 楽センスがあ 
つてきちんと発するよりも， 
牛：活®があり、親 LA をら 

つてうたうところに•地域 

芸能のよさがあ6 t 思いま 

すね■唄い手は•笛の曲を 

一通〇知-〇ていない t ちぐ 

はぐなものになつて Li い 

ます■自分のところだけで 

なく，相手のところ I よく 

知つてない t 钳子舞になら 

ないんですよ ◊+:$ で息が 

ピシツと合-〇た時は•なん 

ともいい H 分ですね」 



「神 H の脚子！ It ですから， 
昔はこれ：、 - m わるのは名许 
な^で、锊の悚れの妁でし 
た•私が始めたのは，もぅ 
10数年前ですが、 SJ の吹$ 
r が20人近くもいましてね S 
始めて2 I 3年の者はあ£ 
りを出 L てはいけない • 
とかいろいろ JK しかつたで 
すよ•何 L ろ»いの V 問 " J 
あわせて吹くので5年でも 
一人的にならないんです ■ 

个、吹き芋は7入位 • 饵内 
時からの人で 50 〜 60 才代で 
十-今納の時•本长は！時 
mt かかるんですが*休み 
なしに吹きづめなので八 f で 
は-蚱問 R に镏めています- 
これからは小，中7-卞たち 
• Jft えて OIIHH か練«会 
をするなど、何とか I て 118 
心を W めていかなくてはね」 


「ご 1 V - じの^む多いか LJ ! 
いまナが*もともと脚子と 
悻と: i ; 別々のもので、1*川 
の屮 W のころ、 / Lh rKL 肋 / r : 
術門といぅ方が5:分餐りの 
达中： i » I の W で伶捌きを f / 
搿 f E 鈴 sm のためお,^ 
0¢さまに锌納さ U ま L て • 
それがいつしか細 ft ひと 
つになつて人1に(^わつてい 
るんです•かね。^からこの 
〃悴 ± u の役答は • m 名でい 
ぅれ'.4/卜：|||屮の-つ 
の村で m 4することになつ 
ていまして•その地域 {: あ 
る^々の ft 75 が^りをも<> 
て»つたもんで L た•昔は 
緊張 I て«ったが* Atii は 
とてしくリラツクスし 
て練^してます*色々な人 
入とのふ n あいがもてる*^, 
と I ていいょラですね」 




ポック^^ 

^^•初めての外^^:活の場合、 
2 !«>/] のぅちは安心して泊れるホテ 

ルにするので11ぅが，私迮は二 

人でい n ば何とかなるだろぅと* 

ホテルょりちょつ t 安めのペンシ 

才 I 不に泊り i した *1 か L * J れ 

が tt 物中チ—ズくさい。それも才 

—ブンで热がした^いで•ま:® 

問程で W れま L たがう-つの苦 


しみはトランポリンのょラなベツ 
ド。？？返りの時などビョ I ンと飛 
び mL て I まぅのでは’と心«<: 
なる ST (友は R が太って ' Tr 過ぎる 
からだと^いますが1でも、この 
极切のーヶ UIJ : 非*に*しい時でも 
あ〇ました*ペンシオ1ネといラの 
は涔通の.¥驻の部如を 

借り*〇ので、ィタリア 

の一般の人 J 1 の1:活を 

知る良い故会だったの 

ベンシォ—を 一^^ ■ 

入で切り盛り L ていた 

矢ちょのおば定は本^ 

4に？くて•膂に 

啦 I くて、突に良い 入*®^ 

で L 4 LT ィタリア入は 

総じて綺 MW きで、每： 

糾定刻に W 除»の6-で：：：：が«めま 
す。その秘哚の丁寧なこと。洗濯物 
など少 L でもためておくと「洗い 
なさぃ」と分部«って忭か“ます。 

そして必ずアイロンです“「かけな 
さい」と ifj : 锐の i うに It われるの 


で门分でしなくてはなりませ4* 

/1 i 切の fcri •「アイロンのかか〇が J 1 
くない。外出の間にやり-||1してあ 
げる」と人つちよのシニヨ—ラが：：：ぅ 
のでまかせて出かけ •«* tL てべ 
ッドの L に広げられている^屈物 
を^てビックリ。何と！イタリア 
1 I 人は洗濯物令てに 

麝|アイ 0 ンをかける 

のです•勿谝ド# 
も*アイロンでの 

LW のよぅにな〇 

た淡の Fff を<1 

たくないでしよぅ 

が》 sm してみて 

下さい- Hn 。戌 

は入*だかつて- M 分 

のド«がこんなに 
大きいと忠つた - P はありませんで 
した…•ペンシオ—冬での*ヶ n が 
過ぎ私遠 a ミラノの入々に交-〇て 
アバ A タメント(マンションのよ 

うな t の》(:移り本族だけの牛活 
を始めましたが、そ n はまた後5 r 


fir 
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?お広 25 パテ 
^し A 大ス 
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去る七月十九 arll - 如苑 * 伊9興肇教主が本95で li 化、軍 Jt 
八十三瘦で .:* ざいました•つきましてはその嗓に、珩内の铉さまには 
さまざまなお心 ii びをいただ？、一*:く钳礼申し上げます- 
なお、 fm 例の真-0范參«てご^いますが•八月 U 想含に4リお 
休みさせていたださます*あしからずご了承ください， 

九月よリ a 5: A どおり，5: iK の慊金を段けて：いり1すので、 
せひ、お Iflti にわ赵しください • 

立川に生 tn •立川の¥と共に歩んだ輿如筘でございます 
どぅぞ • これからも&さまの is かいご指4をたまわりますよぅに， 
心 ^ P XS い申し上げる^^てございま T 























































だけじゃない.女だって大変だった j とカツ夫人をいたわ t JR 太郏さん/首の雇人は女の店#だと皤ってし3う， 
道具を覚 文て応対で， る まて10 年 かかった j と 滿子夫 入. 一家で支 又て，た* 鑰の •«U •今、交す 笑鶼 が*かい， 


ダ 我家は 



老!•といい晒禱の霱みという：そ 
れも3代つづけば H リ尽くせない 
物鑲があろう*こめ術にも沈 ® L 
て ft かな I 物■のかすかずがそ二 
ここに®されてい»〇 


挽く手に確かな技を伝えて 


二見屋甚八商店 

谢鍛治の名 n 7兄吊八」1; 
紉代が弟チ入ゎしたのが12|*尹 
の*たこ•を小刀で削りながらの 
柊粢を 12 ¥，史に目生ての技を枨 
めて独2、3代目も锯镅治の 
格菜を择て跡を 戡 V / 今は外！一:り 
を 2 代 Q •店を 3 代 R が^け持つ • 
m / v で跡を樾ぎ•時代に(〇じた：丄 
夫£ねる3代 B を M 守る父母•祖 
父母の0には•安楮と苒びが… 











